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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

  論文題目： 舞踊における「ヴァリエーション」技法の変遷：ダンス・クラシックからポストモダンへ 

 学位申請者 譲原 晶子 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授      永田靖 

  副査 大阪大学教授      上倉庸敬

  副査 大阪大学名誉教授  市川明 

                             副査  大阪大学准教授    中尾薫

【論文内容の要旨】 

 本論文は、バレエ用語（言葉）の成り立ちを分析しその表現システムとしての仕組みを解明し、構成法という

観点からバレエの様式が本来もつ創造的側面に光をあてている。論文は四部構成からなる。第一部では、本論文

の議論の前提となる二つのキーコンセプト「プレスクリプション」と「ヴァリエーション」を導入し、この概念

の西洋舞踊芸術における意義を深く洞察した上で、「原型＋変形概念→ヴァリエーション」という手続きで変化形

をつくることとの過程に重要な意味を見出だした。またバレエ用語を分析する際に本論文が依拠するアン・ウィ

リアムスのバレエ理論について、これが誕生した時代背景および彼女の思想的背景を明らかにし、本論文がこれ

に依拠する根拠を示した。さらに、舞踊創作において言葉と舞踊譜の重要性を再考した上で、舞踊創作における

「言葉」の位置づけを明らかにした。第二部では、ウィリアムスの理論を参照しながら、パを記述する用語を「パ

の名称」と「限定語」に分け、パはこの二種類の用語の組み合わせによって記述されること、そしてバレエ言語

の語彙体系はヴァリエーション・システムにより論理的に構築されることを示した。また、これらの用語のうち、

「パの名称」は動きに「意味」を与え、「限定語」は動きの「形式」を規定することを指摘し、バレエのヴァリエ

ーション・システムとは同一の意味内容に多様な形式を与えるシステムであることを明らかにした。さらに、「パ

の名称」の語形、つまり動詞の過去分詞形、固有名詞、普通名詞などは、パの誕生時期および寿命と密接に関わ

ることを指摘し、最も古くかつ長寿命の「動詞の過去分詞形」の名称をもつパをとりあげその実演形態の変容の

実体を明確にした。その結果、パの誕生、変容において「言葉＋身体（実演の試み）→多様な実演形式＝ヴァリ

エーション」の過程が踏まれたて来たことを明らかにした。

 第三部では、バレエの実演形態の変遷を、過去に書かれた種々の舞踊譜を解読した。舞踊史に見いだされる 40

種以上の記譜法のなかから時代の異なる５つの記譜法を選び、同一のパがそれぞれどのように記譜されているか

その違いを比較することで、身体／実演レヴェルにおける舞踊構成法の変遷を読みとることを試みた。そこでは、

西洋舞踊の関心が身体造形へと向かい、身体を舞踊制作の素材としてメディア化していったその過程を認めるこ

とができた。さらに、「クペ」「タン」「アチチュード」といったバレエの基礎概念のもつ意味が時代とともに変容

していくその様相を文献記述を手がかりに詳細に辿ることで、舞踊譜から読みとれる実演実体の変化の方向性を、

基礎概念の変遷という側面からも裏付けることを試みた。すなわち、舞踊分節法の変化により「パ」の概念は 19

世紀に至るまでには実質上弱体化されたこと、そして 20 世紀には「タン」「アチチュード」の概念も弱体化され



てしまったことを示し、舞踊創作が身体の（ヒトとしてというよりむしろ）モノとしての可能性を開拓しようと

いう方向へと進んだその様相を描きだした。第四部では、ポストモダンダンスおよびコンテンポラリー・ダンス

の舞踊作家たちが作品創作にあたって作成したスクリプトをとりあげ、それらをもとに彼らの創作の方法論につ

いて具体的に検討した。ルドルフ・ラバンの「シュリフトタンツ」「キネスフィア」の概念と彼らの方法論との接

合点を明らかにした上で、カニングハムやフォーサイス、ドゥ・メイ、ドゥルレースをとりあげ、彼らの方法論

とバレエのヴァリエーション・システムとの共通点、相違点の比較を行なった。その結果 20世紀には、バレエの

技術が舞踊家の全身を覆いつくし洗練しつくすことで行き詰まりをみせ、これを打破しようと新しい舞踊言語が

求められたが、「舞踊語彙を体系化するしくみ」であったヴァリエーションの原理が、「表現の技法」「創作の技法」

として読み替えられ、ヴァリエーションは変形技法であるより「言葉が身体に働きかけ舞踊を引き出す技法」と

なり、バレエは「言葉を基盤に舞踊語彙を論理的に構築する方法論」としてその創造的側面を浮き彫りにしてい

ることを明らかにした。

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は、バレエの技法の変遷をクラシック・バレエから現代のコンテンポラリー・ダンスまで辿りつつその

変質の様相を、バレエ用語の成り立ちを分析することで、その核心的な部分を明らかにしようとする論考である。

従来、舞台上の作品の歴史であったバレエ史を制作者の観点からバレエ用語の詳細な分析を通じて、通史的な概

観を得ようとする野心的な試みである。

 アン・ウィリアムスのバレエ理論について、その時代背景から説き起こし、二つのキーコンセプト「プレスク

リプション」と「ヴァリエーション」が導入された後に、バレエ用語の中でも、とりわけそのもっとも基本的な

「パ」についてその記述する用語を「パの名称」と「限定語」に分け、パはこの二種類の用語の組み合わせによ

って記述されること、そしてバレエ言語の語彙体系はヴァリエーション・システムにより論理的に構築されるこ

とが明らかにされた点、また「パの名称」は動きに「意味」を与え、「限定語」は動きの「形式」を規定すること

を指摘し、バレエは一定の約束事に則りながら、同時にその意味内容に多様な形式を与えるシステムであること

を明らかにした点は、極めて独創的で、単にバレエの解析のみならず、約束事の強固な他のジャンルの分析にも

その応用を考えることのできる観点であると考えられる。またバレエの実演形態の変遷について、過去に書かれ

た種々の舞踊譜を解読することで身体／実演レヴェルにおける舞踊構成法の変遷として読み解いており、「クペ」

「タン」「アチチュード」といったバレエの基礎概念のもつ意味が時代とともに変容していくその様相を文献記述

を手がかりに詳細に辿り、舞踊譜から読みとれる実演形態の変化の方向性を、基礎概念の変遷という側面からも

裏付けたことも高く評価される。さらには 20世紀バレエの展開の中で、これらの概念が実体的に弱体化して行く

様相をも理論的に跡付けており、現代バレエ全体の技法上の変容を描き出した点も評価される。

 ただ、バレエ史においてバレエ用語の果たした機能は時代によって変化があること、個性の発露であったかも

しれない振付家の舞踊譜を時代の典型として歴史化すること、バレエ創作において形式と言葉を弁別することに

は限界があることなどについての議論が不足していることが指摘された。また舞踊の様式から抽出した技法を身

体訓練方法にする際には、その源泉となった様式の文脈を捨象していることが多いという歴史的事実についても、

広範なバレエ史を構想するためには、さらに明らかにするべきことなど、今後の課題を残した。

 しかし、これらの難点はあるものの、本論文は全体として見た場合、バレエ用語を分析するという観点からバ

レエの技法全体を見渡し、クラシックから現代まで通底する新しい見方を示し得たという独創的な点は、高い評

価が与えられると考えられる。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。


